
金
滞
古
蹟
志
巻
十

右
は
火
災
以
前
金
備
せ
し
頃
の
寝
た
り
。
一
一
岱
家
に
所
磁
す
る
を
以

τ袋
に
載
す
。
吾
が
松
雲
公
の
殊
に
配
慮
し
給
へ
る
鍵
堂
な
り
し
か

E
、
火
難
に
椴
り
、
一
枚
も
残
ら
ざ
り
し
と
は
、
貨
に
遺
憾
に
犠
へ

ざ
る
事
た
る
べ
し
。

。
天
徳
院
殿
之
偉
話

天
徳
院
殿
は
、
沓
務
三
世
機
中
納
言
利
常
卿
の
簾
中
に
て
、
徳
川
二

代
将
軍
秀
忠
公
第
二
の
息
女
也
。
慶
長
六
年
九
月
武
州
江
戸
よ
り
金

滞
へ
入
興
、
本
丸
に
新
殿
港
管
あ
り
て
愛
に
居
給
へ
り
。
世
子
少
将

光
高
君
及
び
宮
山
侍
従
利
次
君
・
大
聖
寺
侍
従
利
治
君
.
此
の
外
=
一

代
将
軍
家
光
公
の
御
養
女
亀
鶴
君
以
下
浦
知
・
官
姫
・
夏
姫
以
上
四
公

女
を
生
み
給
ひ
、
元
和
八
年
三
月
夏
姫
君
出
産
後
滞
り
給
ひ
‘
遂
に

同
年
七
月
三
日
逝
去
し
給
へ
り
。
子
v
時
廿
三
歳
、
法
統
天
徳
院
殿
乾

漣
惇
貞
大
開
定
尼
。
小
立
野
氏
傘
骸
を
納
め
ら
れ
、
寛
文
十
年
野
岡

山
に
改
葬
せ
ら
れ
た
り
と
去
ふ
。
三
壷
記
に
云
ふ
。
元
和
八
年
の
三

月
利
光
卿
の
北
の
御
方
御
産
の
後
御
遮
例
‘
爾
々
と
無
a

御
殴
一
緒
人

心
肝
を
な
や
ま
す
。
江
戸
金
樺
の
共
の
聞
は
.
聾
夜
の
堺
も
な
く
人

馬
の
遁
ひ
止
む
事
な
し
。
紳
祉
の
祈
願
は
.
八
大
龍
平
一
も
驚
か
し
、

野
療
の
法
は
.
欝
王
普
逝
の
瑠
璃
の
盛
の
底
を
梯
ふ
。
然
り
と
い
へ

問
幅
六
聞
に
大
唐
竹
に
て
垣
を
結
ひ
、
六
地
磁
を
雨
向
に
立
て
た

り
。
六
尺
毎
に
百
目
蝋
燭
の
銀
み
が
き
、
三
寸
角
を
八
角
に
例
り
、

ハ
浴

2
v

蝋
だ
め
わ
た
り
七
寸
に
創
り
、
朱
を
以
て
惣
壁
に
ぬ
り
.
垣
の
内
に

盤
を
敷
き
‘
共
の
上
に
白
布
を
と
ぢ
て
敷
き
つ
め
た
り
。
諸
宗
の
長

老
・
同
病
幾
千
人
、
七
保
・
九
僚
の
袈
裟
・
色
衣
袋
を
晴
と
出
立
ち
て
‘

警
の
網
に
取
付
き
奉
り
、
筆
・
笹
築
・
犬
鼓
・
鉦
鼓
・
銅
鐸
・
銭
鉢
、
御
経

に
ま
じ
へ
て
嶋
渡
り
‘
白
綾
の
燈
飽
・
幡
六
流
十
二
本
に
龍
頭
を
作

り
付
け
、
天
堂
は
萄
江
の
錦
、
小
幡
等
も
一
色
に
し
て
、
沈
香
の
桂

に
火
を
付
け
、
前
後
四
ヶ
所
に
震
v
持
た
り
。
金
銀
に
て
み
が
き
た
る

花
簡
に
金
銀
の
箔
を
切
入
れ
、
三
間
竿
に
て
所
々
に
四
ケ
所
立
て
け

れ
ば
、
風
に
散
り
ぬ
る
切
箔
、
摩
川
・
浅
野
川
迄
散
り
行
き
、
異
香
薫

じ
て
花
降
る
と
は
か
h

る
事
を
や
申
ず
た
ら
ん
。
御
名
代
と
し
て
御

位
牌
・
香
鐘
・
花
立
・
松
明
等
‘
冠
畿
束
に
て
御
一
門
衆
持
た
せ
ら
る
。

若
君
建
御
揚
典
に
召
し
、
伽
普
堂
迄
御
座
被
v
成
、
替
の
網
に
御
手
を

懸
け
さ
せ
裁
き
給
へ
ば
、
御
供
の
人
々
も
、
数
千
寓
の
拝
衆
も
.
一
同

に
聾
を
上
げ

τ泣
き
け
れ
ば
、
流
る
h

浪
花
袖
を
あ
て
h

見
事
る
事

も
友
ら
ば
と
そ
、
夢
現
共
わ
き
ま
へ
4
1
0

夫
れ
よ
り
御
輿
に
召
さ
れ
、

火
屋
迄
被
v
成
=
御
座
一
儀
式
次
第
に
相
済
み
、
御
焼
香
被
v
成
け
り
。
さ

金
揮
古
蹟
志
巻
十
一

五

E
も
、
生
者
必
滅
の
悲
し
み
は
、
上
下
を
ゆ
る
さ
ぬ
習
に
て
.
御
歳

廿
三
歳
に
て
、
七
月
三
日
に
御
港
行
を
ぞ
被
v
成
け
る
。
十
五
歳
に

τ

初
産
を
遊
ば
し
、
九
哉
の
姫
君
を
ぼ
か
し
ら
と
し
て
、
六
人
の
君
建

訟
は
し
ま
す
。
御
果
報
は
天
下
無
双
也
。
倍
々
と
申
し
て
‘
上
下
島

し
た
ぺ
山
も
旦
も
歎
き
け
れ
ば
、
さ
と
そ
日
本
圏
中
共
に
か
〈
と
そ

あ
ら
め
と
思
ふ
ば
か
り
に
見
ね
に
け
り
。
賞
座
に
御
遺
骸
を
納
め
奉

り
.
八
月
八
日
を
三
十
五
日
の
嘗
日
怠
れ
ば
‘
御
葬
迭
と
相
究
め
さ

せ
ら
れ
‘
小
立
野
に
て
執
行
に
付
き
‘
今
の
御
墓
所
に
三
間
四
方
に

九
品
蓮
護
の
火
屋
を
立

τ、
白
土
に
て
上
げ
塗
し
、
白
綾
の
水
引
を

廻
し
‘
四
本
の
桂
を
白
絹
に

τ包
み
、
矢
来
を
外
拙
併
に
結
び
廻
し
、

強
心
・
修
行
・
菩
提
・
般
若
の
閲
門
を
立

τ、
極
彩
色
に
色
取
り
た
る

額
を
打
ち
、
共
の
問
問
町
去
り
て
伽
普
堂
を
四
間
四
方
に
立
て
‘
天

井
に
は
百
花
を
輸
相
が
き
、
四
方
に
麻
前
提
多
難
花
・
康
問
長
蒋
裟
花
・

天
人
脱
皮
頻
伽
管
絃
の
給
・
金
石
・
糸
竹
・
鞄
土
・
草
木
の
有
機
・
有

L
K

一
敷
粉
色
也
。
四
方
の
軒
に
金
銀
の
華
蜜
諮
務
風
に
ひ
ど
か
せ
、
金

欄
の
幡
に
て
桂
を
隠
し
、
共
の
蛍
の
民
中
に
八
方
街
を
惑
に
据
ゑ
置

き
奉
る
。
御
寵
は
惣
金
に
し
て
、
建
花
の
彫
物
、
金
銀
の
風
鈴
・
現
絡

を
蕨
乎
と
軒
端
に
懸
け
な
ら
ぺ
、
替
の
網
を
阻
筋
付
け
て
.
四
町
の

て
貧
困
寺
伴
翁
和
備
の
次
隼
蜜
発
和
倫
導
師
に
て
、
御
戒
名
は
天
徳

院
殿
乾
運
淳
貞
大
締
定
尼
と
鋭
し
奉
る
。
夫
れ
よ
り
御
寺
御
遊
普
有

り
て
則
ち
天
徳
院
と
披
し
‘
関
東
よ
り
泉
滴
和
備
を
招
請
有
り
て
、

五
百
石
寺
領
を
付
け
さ
せ
ら
れ
‘
第
三
年
忌
に
は
百
五
十
人
の
大
衆

に
て
江
湖
被
a
仰
付
一
郡
中
よ
り
野
菜
を
持
ち
は
と
ぴ
、
百
自
の
御
賄

中
全
移
敷
次
第
申
計
た
し
云
々
。
問
自
家
見
聞
集
に
も
、
八
月
八
日
御

葬
送
、
尊
師
貨
国
寺
震
発
和
倫
と
あ
り
。
松
梅
語
闘
に
は
‘
此
の
時

隼
骸
を
貧
困
寺
へ
奉
v
移
事
に
極
る
蕗
.
野
田
桃
雲
寺
よ
り
御
病
中
に

血
脈
を
指
上
げ
た
る
故
、
御
遺
骸
は
桃
鐸
寺
へ
御
移
し
あ
り
度
旨
出

願
す
。
回
定
は
挑
雲
寺
の
旦
郊
に
年
寄
女
中
あ
り
て
.
内
々
に
て
血
駄

を
取
替
へ
置
き
た
る
と
た
り
。
質
問
寺
は
品
ん
も
粂
ね
て
御
噂
師
に
極

り
、
血
除
も
上
げ
た
る
儀
は
‘
利
常
卿
も
御
存
知
の
筈
也
と
い
へ
ど

も
、
桃
雲
寺
何
か
と
相
論
陀
及
ぺ
り
。
利
常
卿
聞
召
さ
れ
、
別
部

の
儀
は
爾
寺
へ
額
む
に
不
v
及
、
自
分
噂
附
す
る
た
り
。
法
舎
の
儀
は

何
方
友
り
と
も
下
知
次
第
心
得
べ
し
と
の
御
意
に
て
.
御
入
棺
の
上

傘
骸
へ
向
は
せ
ら
れ
‘
扇
子
を
以
て
御
械
の
上
を
た
L
か
せ
ら
れ
‘

暫
く
御
観
念
被
v
遊
立
退
き
給
ふ
。
子
v
時
老
中
を
始
め
今
枝
箆
部
怠

E
御
名
勝
と
感
心
し
た
る
よ
し
、
菊
池
十
六
郎
語
る
と
あ
り
。
按
宇

五




